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児童の望ましい行動を増やす支援の在り方 

－特別支援学級の授業づくりに「PBS」の視点を取り入れて－ 

 

田辺市立三栖小学校    

教諭 倉 尾 友 美 子 
 

【要旨】 

本研究では，支援検討シートを基にした児童の行動分析と，PBS（積極的行動支援）の

視点を取り入れた特別支援学級の授業づくりを通して，児童の望ましい行動を増やす支援

の在り方について検討した。 

 支援検討シートによる児童の行動分析から，児童が問題行動を起こすきっかけとなる環

境や要因，問題行動の結果として得ていたものや事柄を明らかにし，授業における個々の

児童の望ましい行動を具体的に設定した。また，PBS の視点として，学習環境の設定，学

習活動の工夫，評価方法の工夫の３点を設定した。これらの視点を取り入れた授業実践を

行ったところ，児童の望ましい行動が増えると共に教師から褒められる機会も増え，自己

肯定感が高まり，PBS の視点による支援の在り方の有効性を確かめることができた。 

 

【キーワード】 

 望ましい行動，支援検討シート，PBS（積極的行動支援）の視点，学習環境の設定， 

学習活動の工夫，評価方法の工夫 

 

 

１ 研究のねらい 

 和歌山県における特別支援学級の現状について，坂東・和田（2017）は，１学級当たり

の在籍児童生徒数の増加や異学年の児童生徒が在籍する学級数の増加により，「多人数又は

異学年の児童生徒が在籍する学級における学級経営，授業づくり等の困難」（※１）を課題

として挙げている。また，坂東・和田が行った初めて特別支援学級を担任する教員対象の

アンケートでは，特別支援学級担任となり感じた困難に関して，「児童生徒の実態把握の方

法がわからない」，「児童生徒が複数の学年に渡っていたり，様々な実態であったりするな

かで授業を進めるのが難しい」，「児童生徒の行動上の問題への対応が難しい」（※２）とい

う回答がみられた。以上のことから，特別支援学級担任には，個々の児童生徒の実態把握

とそれに基づく多人数，異学年に対応した指導内容や指導方法の工夫等における専門性や

授業力，学級経営力の向上が求められていると考える。 

 筆者は，学習指導や生活指導で，個々の児童の実態に応じて丁寧な対応を心掛けてきた。

しかし，学年や実態等が異なる児童の様々な要求に対して十分に対応することが難しく，

要求が満たされない児童は，徐々に他児童に干渉したり，離席したりする等，学習活動に

参加しにくい行動が見られるようになった。このような問題行動に対し，注意する，叱る

等の指導を繰り返した結果，問題行動と事後指導の悪循環に陥り，児童との良好な関係を

構築することに困難を感じていた。筆者の課題は，児童の問題行動のみに注目し，なぜ問

題行動を起こすのかという環境や要因，つまり行動の理由について考えることが不十分で

あったことである。また，児童の望ましい行動に対し，積極的に褒める意識をもつことが

できていなかったため，児童の自己肯定感を高める指導・支援も不十分であったと考える。 

 そこで，本研究では，児童の適切な実態把握や特性の理解を基に，積極的行動支援

（Positive Behavior Support：以下，PBS と略記）の視点を取り入れた特別支援学級の授

業づくりを通して，児童の望ましい行動を増やす支援の在り方を研究テーマにする。 
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２ 研究の方法 

（１）支援検討シートによる行動分析 

 対象児童の行動の理由を探るために，「個別

の指導計画」の内容や担任からの聞き取りに

加え，筆者が直接授業の様子を観察した。そ

の際，平澤（2010）の「支援検討シート」（※

３）を基に筆者が改変した支援検討シート（図

１）を使い，個々の児童について行動分析を

行った。問題行動のきっかけとなる環境や要

因及び問題行動の結果として得ていたり，逃

れていたりするものや事柄を明らかにしたと

ころ，学習活動の中で児童が何をしていいのか分かっていなかったり，待ち時間が多くな

っていたりすることが，問題行動に繋がる環境や要因であると分かった。また，問題行動

により，児童は教師に注意されてしまうが，個別に関わってもらえるというメリットがあ

ることが分かった。問題行動の理由について，小笠原・加藤（2019）は，「①注目の獲得，

②ものや活動の獲得，③逃避・回避，④感覚刺激の４つある」（※４）と述べている。上記

の児童の行動分析の結果を，小笠原・加藤が述べる行動の理由に当てはめると，①注目の

獲得と②活動の獲得に当たると考えた。 

 そこで，図１で示している先行条件について，問題行動の代わりとなる代替行動や望ま

しい行動を起こしやすいように改善し，結果については，注意されて注目を得るのではな

く，褒められて注目を得ることができるような場面を設定することで，児童の自己肯定感

を高めたり，望ましい行動を増やしたりすることができるのではないかと考えた。 

（２）授業づくりにおける PBS の視点について 

 平澤（2010）によると，PBS は「子どもの行動問題（注１）を前にして，その背景にあ

る教育的ニーズを理解し，もてる力を高める支援を考えることを助けてくれる。」とし，そ

の特徴として「行動問題の理由が分かれば，どのような時に起きやすいのかを予測するこ

とができ，予防することができる。それは，単に行動問題を起こさない周囲の対応にとど

まらず，子ども自らが適切な行動を起こしやすい状況を積極的につくりだすことを含む。」

（※５）と述べている。  

 本研究では，（１）の行動

分析から，先行条件に当たる

学習環境の設定，学習活動の

工夫，結果に当たる評価方法

の工夫の３点を，授業づくり

における PBS の視点として

設定する（表１）。これらの視

点を取り入れた授業を実施す

ることで，児童の望ましい行

動が増えると考える。  

 

３ 所属校における授業研究 

 所属校の特別支援学級在籍児童５名（発達の段階等に応じて編成した算数科の学習グル

ープ：２年生３名，３年生１名，６年生１名）を対象に，算数科｢かけ算（１）｣（啓林館

わくわく算数２下）の全 16 時間の提案授業を行った。 

 単元の目標を「かけ算の意味を理解し，５，２，３，４の段のかけ算を構成し，九九を

唱えたり，それを活用して問題を解いたりできる。」と設定し，個々の児童の実態に応じて，

暗唱する時に九九カードを見ることや，九九の習得程度を考慮した内容にすること等の配

慮や支援を行い，教科目標を達成できるようにした。 

表１ 筆者が考える授業づくりにおける PBS の視点と 

具体的取組 

 PBS の視点  具体的取組  

先

行

条

件  

学習環境の  

設定  

教師や児童の立ち位置，机の配置等の整備  

児童が意欲的・主体的に動ける動線の工夫  

学習活動の  

工夫  

１時間の学習の構成を統一  

活動内容や指示の視覚化（指示カードの活用）  

主体性を促す支援ツール（お助けカードの活用） 

結

果  

評価方法の  

工夫  

トークンエコノミー（注２）  

児童の興味関心を把握した強化子（注３）の活用  

 

図１ 平澤（2010）の「支援検討シート」

を基に筆者改変 

行動の
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環境・要因
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周囲からの称賛・承認
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行動 結果

問題行動によって
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問題行動
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表２ 個々の児童の望ましい行動 

A 児 
指示カードで活動内容が分かり，教師の指示・

発問を聞き取ることができる。 

B 児 
学習活動の流れに合わせて，集中して取り組む

ことができる。 

C 児 
指示カードで活動内容が分かり，教師の指示・

発問を聞き取ることができる。 

D 児 
学習活動の流れに合わせて，自ら集団の学習に

参加することができる。 

E 児 取り組むべき課題を理解し，一人でできる。 

 

（１）個々の児童の望ましい行動の設定 

 提案授業を行うに当たり，支援検討シー

ト（図１）による個々の児童の行動分析を行

った。何がきっかけで問題行動が現れたの

か，問題行動の結果，どのようなことが起

こったのか，また，その結果が繰り返され

ることで問題行動が増えたのかを分析した

上で，個々の児童の望ましい行動を設定し

た（表２）。次に，その設定した望ましい行

動が引き起こされやすいような環境，さら

には，児童が得られる結果について改善す

る取組を行った。 

 児童の望ましい行動の設定について，A 児と C 児の行動分析を例に説明する。A 児と C

児の行動を観察すると，視線が外れぼんやりしている，授業に関係のない話をする等のそ

れぞれ異なる問題行動がみられ，教師から注意されることが多かった。しかし，それらの

行動のきっかけである先行条件に共通して言えることは，主に待ち時間が多くなっていた

り，児童が指示を聞き取れず，何をしていいのか理解していなかったりすることだと分か

った。また，問題行動の結果として，両者とも教師に注意された後，個別に関わってもら

っていた。そこで，望ましい行動を「指示カードで活動内容が分かり，教師の指示・発問

を聞き取ることができる。」と設定し，授業内において指示の視覚化や評価方法の工夫等の

取組を行うことにした。 

 

（２）本単元の授業における PBS の視点について 

 ２（２）で述べた PBS の視

点を取り入れた学習指導案

（11／16 時）（表３）を示し，

以下に説明する。 

 ア 学習環境の設定 

 教師や児童の立ち位置，机

の配置等を整備し，児童が自

ら動くことのできる学習環境

を設定した。その際，無駄な

動きを省く，児童や教師の動

線が交差・重複しない，期待

される活動が分かりやすく自

分で行いやすい等の動線を重

視した（図２）。 

 イ 学習活動の工夫 

 児童が時間的な見通しをもつことができるよう

に，単元を通して１時間の学習の構成を統一した。

具体的には，学習活動の導入部に，既習プリント

に取り組む「にんにんタイム」という時間を設定

し，授業の展開部の終わりに，九九を習得するた

めの「九九練習タイム」という時間を設定した。

また，「見る」，「聞く」，「書く」，「考える」，「話す」

等の活動を絵と文字で表した「指示カード」を用

いて，児童が今何をすべきなのか場面の状況を理

解できるように提示した（図３）。さらに，学習活

表３ 11／16 時における学習指導案（一部抜粋） 
 

学習活動 
・PBS の視点における 

具体的取組 
導入 

10 分 

聞く 
書く 

・本時の流れを確認する。  
 
 
・既習のかけ算プリントをす

る。  

 
・立ち位置，机の配置等の整備  
・動線の工夫  
・お助けカード  
・トークンエコノミー  

展開 

30 分 

見る 
書く 
 
 

 
 
 
話す 

・□3 の問題をよみ，課題をつ
かむ。  

・式に表して３のだんの九九
を使って答えを求める。  

・答え合わせをしてもらうた
めに自ら動く。  

・□4 のプリントを自分で取
り，取り組む。  

 
 
・九九を繰り返し唱える。  

・指示カード  
 
・お助けカード  
 
・動線の工夫  
 
・動線の工夫  
・お助けカード  
 
・トークンエコノミー  

まとめ  

5 分 

話す 

・今日の頑張ったことを発表
する。  

 

 

 にんにんタイム 

 九九練習タイム 

図２ 学習環境イメージ図 

ホワイトボード

Ｃ児 Ａ児 Ｄ児

Ｅ児 Ｂ児

丸つけブース

提
出
か
ご

支
援
員

指導者
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動の中で分からない時や困った時に教師からの支援を待

つのではなく，自ら助けを要求することができるように

「お助けカード」という支援ツールを活用させ，主体性

を促した。 

 ウ 評価方法の工夫 

児童が意欲的・主体的に学習に取り組み，その行動を

持続させることができるように，「にんにんタイム」や「九

九練習タイム」において，トークンエコノミーを評価方

法として用いた。 

 「にんにんタイム」では，決められた枚数の既習プリ

ントに取り組んでシールを集めると，忍者の術のシール

がもらえるようにした。「九九練習タイム」では，九九の

習得に励むことで，シールを３つ集め，強化子としてパ

ズル１ピースと交換するようにした。９つの段を継続的

に取り組むことで，９つのピースが揃った時にパズルが

完成するようにした（図４）。児童によって九九の習得の

度合いが異なることから，実態に合わせ，「読む」，「ヒン

ト」，「暗唱」という３つの段階的な基準を設定し，それ

ぞれの児童が自ら選択できるようにした。  

 以上のように，シールをトークンとして活用し，決め

られた個数のトークンを集めることで強化子である児童

が好きなシールやパズルと交換することができる仕組み

を取り入れた。 

 

４ 成果と課題 

 提案授業を録画したビデオを通して，児童の望ましい行動が増えたかどうかを分析した。

本研究において，表２で示した望ましい行動は，児童が集中して学習活動に取り組んだ時

間に現れると考える。ここでいう「集中して学習活動に取り組んだ時間」とは，児童が授

業の展開部で教師の指示を理解し，学習活動の流れに合わせて主体的に取り組むことがで

きた時間のことと押さえる。５名全員が揃って授業を行った日を抽出し，展開部の時間に

対する集中して学習活動に取り組んだ時間を割合で表した結果，全員が 86％～100％の間

を推移していた（図５）。また，授業における児童の問題行動の回数については，日によっ

て幅も見られるが，全体的に少ないことが分かった（図６）。これらの分析結果を基に，研

究内容の成果と課題について考察する。 

図６ 問題行動の回数 
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図５ 集中して学習活動に取り組んだ時間 

 
10 
／  
26 

10 
／  
27 

11 
／  
9 
②  
 

10 
／  
22 

10 
／  
28 

11 
／  
2 

11 
／  
4 
 

11 
／  
9 
 

11 
／  
11 

11 
／  
12 

図４ 九九練習タイムで用いた

トークンエコノミー 

図３ 「指示カード」を

提示している様子 



和歌山県教育センター学びの丘研修員報告書(2020)-5 
 

 

（１）成果 

 授業実践の成果を，PBS の視点ごとにまとめる。 

 ア 学習環境の設定 

 机上学習だけではなく，児童が目的をもって活動しやすいように，机や教材等の配置を

工夫し，動きながら学習できるようにしたことで，児童は授業中継続して学習に取り組む

ことができた。さらに，教室内の動線を整備し分かりやすくすることで，課題プリントの

提出場所や次に取り組む課題等の活動内容が分かり，児童が教師の指示や支援を待つこと

なく自ら動くことができた。実践開始時は，５名の児

童が１つの提出かごを使用し，課題プリントを提出し

ていたが，動線が重複したため，実践の途中で，色や

名札で区別した個別の提出かごを用意した。また，２

段に重ねることで，下の段に取り組んだプリントを提

出し，上の段から次のプリントを取ることができるよ

うに改善した（図７）ところ，動線がよりスムーズにな

った。 

 イ 学習活動の工夫 

 単元を通して１時間の学習の構成を統一することで，

児童が授業の見通しをもつことができたと考える。始業

前に，机上に学習で使うものを準備する様子も見て取れ，

その行動を褒めることで，他の児童も学習の準備を意識

するようになった。「指示カード」の活用は，指示を視覚

化することにより，聞き逃すことが多かった児童が，今

何をするべきかを理解することができ，効果的だった。

また，「お助けカード」の活用は，自分の思いを上手く伝

えることができない児童にとって，教師に助けを要求す

る手段として有効であった（図８）。教師からの支援を待

つのではなく，カードを出せば教えてくれるのだと児童

が認識できるように，教師と支援員が連携し，カードを

出した児童に対してすぐに支援することができたからだ

と考える。 

 ウ 評価方法の工夫 

 トークンエコノミーを評価方法として用いたことは，具体的に褒める場面を設定するこ

とに繋がった。それにより，児童の自己肯定感を高め，望ましい行動を強化することがで

きた。また，児童にとっては，学習の成果が目に見えて分かり，自らの頑張りを実感する

ことができたと考える。 

 毎時間の授業の導入部で設定した「にんにんタイム」

では，５名全員が１枚から５枚のプリントに継続して

取り組んでいた。これは，プリントの内容が難しくな

る中でも，強化子となるシールが効果的に働き，児童

の意欲を持続させ，難しいプリントにも励むことがで

きたためだと考える。「九九練習タイム」の，シールを

決まった個数集めて強化子であるパズル１ピースと交

換する仕組みは，継続して九九を覚えようとする意欲

に繋がったと考えられる（図９）。 

（２）課題 

 提案授業を通して見えてきた課題として，３点挙げる。 

 １点目は，設定した動線が機能しなくなってきたことである。課題プリントの採点で列

に並ぶ際に，一部の児童が決められた動線を通らなくなってしまった。その結果，順番を

図８ お助けカードを活用

している様子 

図７ ２段にした個別の提出かご 

図９ トークンエコノミーの経過 
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守らない複数の児童が騒がしくなるといった問題行動が起こるようになった。要因として

は，設定した動線が，その児童にとっては最短距離ではなく，他により良いと考える動線

があったからだと考える。個々の児童にとって，設定した動線が適切かどうか，その都度

確認を行い，全ての児童にとって分かりやすく，よりスムーズに動くことができる機能的

な学習環境にする必要がある。 

 ２点目は，図６から分かるように，途中，問題行動の回数が増えた児童がいたことであ

る。対象児童を観察すると，背景や要因の一つとして，九九の習得に困難を感じていたこ

とが考えられる。問題行動が再び起こるようになった時には，その背景を考え，再度，児

童の支援検討シートを見直し，より適切な支援ツールや，学習の理解度に合った問題を取

り入れる等の改善をすることで，望ましい行動を引き出すことが必要であった。 

 ３点目は，本研究での支援検討シートによる行動分析について，客観性，妥当性が十分

に確保されていたかという点である。児童の望ましい行動を引き出すために，授業者の主

観によるのではなく，より多くの立場から児童の実態を的確に把握し，支援の方法を検討

する必要がある。 

 

５ 今後に向けて 

 本研究を通して，支援検討シートを基に行動分析を行ったことで，教師が問題行動の背

景を考え，児童の望ましい行動を明確に意識できるようになった。その結果，望ましい行

動を引き出すための支援の方法を検討し，授業に反映させることができた。PBS の視点を

取り入れた授業づくりは，児童の目標達成に向かう望ましい行動を引き出し，増加させ，

教師の褒める場面を具体的に設定できた。それは，児童の自己肯定感を高めることに繋が

った。このように望ましい行動を増やすことで，教師が児童を褒める機会が多くなり，児

童の自己肯定感が高まるという好循環が，児童との良好な関係を築くことに繋がると考え

る。将来的には，トークンや強化子がなくても児童自身の内発的要因に基づいて自らの行

動を管理し，望ましい行動が確立されるように支援していくことが重要だと考える。 

 冒頭で述べたように，特別支援学級は，多人数又は異学年の児童生徒が在籍し，複数の

単元を同時に指導している学級が多くなってきている現状がある。今後は，そのような状

況下でも PBS の視点を取り入れ，多人数，異学年が在籍する学級全体でも取り組める支援

の在り方を考えていきたい。 

 

＜注釈＞ 

注１ 藤原・平澤（2011）は，問題行動のことを，行動そのものに問題があるというより，その場の行

動の在り方やその背景となる要因に問題があるという考えから「行動問題」と表現している。 

注２ 「トークン」には「お金の代わりになるもの」という意味があり，望ましい行動を強化するため

に標的行動に対してトークンを提供し，子供が獲得したトークンと子供にとって価値のある別の

強化子とを交換できるようにする手続きのこと。 

注３ 行動を起こりやすくさせるものや活動のこと。 
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